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原子力発電と原子爆弾の違い

原子力・エネルギー図面集

核分裂数の制御の方法ウラン235とウラン238の割合と核分裂連鎖反応

原
子
力
発
電
の
場
合

原
子
爆
弾
の
場
合

ウラン235
（3～5％）

ウラン238
（95～97％）

ウラン235
（ほぼ100％）

火薬

制御棒が多数設置されており、また
自己制御性があるため急激に核分
裂数が増加することはない

制御棒が設置されておらず、自己制
御性がないため、急激に増加する
核分裂を止めることはできない

ウラン235の割合がほぼ100％と高いため、中性子が
他の物質に吸収されず、核分裂が次々に起こり、一瞬の
うちに爆発的なエネルギーが放出される

ウラン235の割合が低く、中性子がウラン238に吸収
される等の理由により核分裂が一定の規模で継続する
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